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日　時：2019 年 9 月 28 日（土）13：00～16：30
会　場：東京女子医科大学　弥生記念講堂
総合司会（副会長）清水　京子
総　　会　13：00～13：20
　挨拶 （会長）丸　　義朗
　庶務報告 （庶務担当幹事）内田　啓子
　会計報告 （会計担当幹事）杉下　智彦
平成 28年度吉岡博人記念総合医学研究奨励賞受賞グループ研究発表　13：20～14：00
1．間葉系幹細胞を用いた顔面神経不全麻痺に対する新しい手術療法の開発
 代表（形成外科学）松峯　元
2．積極的摘出を施行した神経膠芽腫に関する早期再発例の網羅的遺伝子解析と臨床病理学的検討
 代表（先端生命医科学研究所先端工学外科学）郡山峻一
シンポジウム「輝く女性が未来を創る　女性医療の最前線」　14：00～16：30
 座長（東京女子医科大学　眼科，女性センター眼科）高村悦子
本学が行っている女性医療
1．男性と異なる女性への診療：性差医療
 （東京女子医科大学　総合診療科，女性センター女性内科）片井みゆき
2．女性特有の臓器―女性に多い疾患：乳がん―
 （東京女子医科大学　乳腺・内分泌外科，女性センター乳腺外科）神尾孝子
他施設の女性医療
3．華麗なる加齢のために～女性の生涯にわたるQOLの維持・向上を志向した女性医学とは～
 （東京歯科大学市川総合病院産婦人科，慶應義塾大学医学部客員教授（産婦人科学））髙松　潔
4．女性アスリートへの医学的サポート―無月経への対策と月経周期調節法―
 （東京大学医学部附属病院女性診療科・産科）能瀬さやか
平成 28年度吉岡博人記念 
総合医学研究奨励賞受賞グループ研究発表
1．間葉系幹細胞を用いた顔面神経不全麻痺に対する
新しい手術療法の開発
（東京女子医科大学　1形成外科，2口腔外科，3生理
学（神経生理学分野））
松峯　元1・佐々木亮2・尾崎弘展3・
伊東　大1・宮田麻理子3・櫻井裕之1　
　ベル麻痺，ハント症候群に代表される顔面神経不全麻
痺は突然健常人に発症し，さらに急性期に保存的治療に
て寛解の得られない症例は重篤な後遺障害を残して罹患
者のqualityoflife（QOL）を著しく損なう．この顔面神
経不全麻痺に対して，顔面神経本幹と舌下神経との間に
自家神経を用いて端側縫合にて架橋する interpositonal
jumpgraft（IPJG）は既に確立された術式として諸家に
より多くの報告がなされている．しかしながら自家神経
移植片のドナー部には神経障害，術後瘢痕等の不可避な
合併症が生じる．一方，本邦では生体吸収性の人工神経
が臨床使用可能となっているが，顔面神経不全麻痺症例
に対して自家神経移植の代わりに人工神経を用いた
IPJGを施行したとの報告は未だ存在しない．我々の研究
チームではラット顔面神経不全麻痺モデルを用いて顔面
（舌下）神経―人工神経間の端側神経縫合法を確立し，人
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